
 

ご入 学
にゅうがく

・ご進 級
しんきゅう

おめでとうございます。今年度
こんねんど

も、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

対策
たいさく

を取
と

り入
い

れた「 新
あたら

し

い生活
せいかつ

様式
ようしき

」を踏
ふ

まえ、制限
せいげん

の多
おお

い 給 食
きゅうしょく

時間
じかん

となりますが、皆
みな

さんが楽
たの

しみになるようなおいしい 給 食
きゅうしょく

を

提
てい

供
きょう

していきたいと思
おも

っています。１年間
ねんかん

、よろしくお願
ねが

い致
いた

します。 
 

教
きょう

室内
しつない

の換気
かんき

、 机
つくえ

の上
うえ

の

片付
かたづ

けなど、食事
しょくじ

の環 境
かんきょう

を

整
ととの

えましょう。 

給 食
きゅうしょく

の前後
ぜんご

に、せっけんで

きれいに手
て

を 

洗
あら

いましょう。 

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は

必
かなら

ず健康
けんこう

 

チェックをし、

きちんと 

身
み

じたくを 

整
ととの

えましょう。 

 

マスクは、「いただきます」の

あいさつの後
あと

に外
はず

し、マスク入
い

れなどにしまい 

ましょう。 

姿勢
しせい

よく、前
まえ

を向
む

いて

静
しず

かに 

食
た

べましょう。 

 

食
た

べているときは、しゃべったり

立
た

ち歩
ある

いたりしないように 

しましょう。 

髪
かみ

の毛
け

が出
で

ないように帽子
ぼうし

をかぶる マスクで鼻
はな

と口
くち

をおおう 

髪
かみ

が 長
なが

い 人
ひと

は

結
むす

びましょう 

手
て

はせっけんできれいに洗
あら

う 

爪
つめ

は 短
みじか

く切
き

って

おきましょう 

清 潔
せいけつ

な白衣
はくい

（エプロン）を身
み

に着
つ

ける 

清 潔
せいけつ

なハンカチを用意
ようい

する 

おなかの調 子

ちょうし

が悪

わる

い、吐

は

き気

け

がするなど、体 調

たいちょう

が

悪

わる

い人

ひと

は、当 番

とうばん

を交 代

こうたい

してもらってください。 

 

白衣

はくい

を床

ゆか

でたたんだり、 食 器

しょっき

や 食

しょっ

缶

かん

を

床

ゆか

に置

お

いたりしないようにしましょう。 

 

「学 校
がっこう

給 食
きゅうしょく

法
ほう

」に基
もと

づき、 教 育
きょういく

活 動
かつどう

の一 環
いっかん

として 

実施
じっし

されるものです。成 長期
せいちょうき

にある児童
じどう

生徒
せいと

の心 身
しんしん

の健 全
けんぜん

な発 達
はったつ

のため、栄 養
えいよう

バラン

スのとれた食 事
しょくじ

を提
てい

供
きょう

するとともに、望
のぞ

ましい 食
しょく

習 慣
しゅうかん

と 食
しょく

に関
かん

する実 践 力
じっせんりょく

を

身
み

につけさせるための 重 要
じゅうよう

な 教 材
きょうざい

としての役 割
やくわり

も担
にな

っています。 

 

「学 校
がっこう

給 食
きゅうしょく

摂 取
せっしゅ

基 準
きじゅん

」に基
もと

づき、栄養士
えいようし

が献 立
こんだて

を作 成
さくせい

しています。「学 校
がっこう

給 食
きゅうしょく

 

摂 取
せっしゅ

基 準
きじゅん

」では、１日
にち

に必 要
ひつよう

な栄 養 量
えいようりょう

の３分
ぶん

の１程度
ていど

を目安
めやす

に、カルシウムは２分
ぶん

の１など、 

家庭
かてい

での食 事
しょくじ

で不足
ふそく

しがちな栄養素
えいようそ

を 補
おぎな

えるように基準値
きじゅんち

が定
さだ

められています。 

 「 主 食
しゅしょく

・主
しゅ

菜
さい

・副 菜
ふくさい

・汁 物
しるもの

・ 牛 乳
ぎゅうにゅう

」の組
く

み合
あ

わせを基本
きほん

に、さまざまな 食 品
しょくひん

や 調
ちょう

理法
りほう

を 

取
と

り入
い

れ、行 事 食
ぎょうじしょく

、郷 土
きょうど

料 理
りょうり

、外 国
がいこく

の料 理
りょうり

など、バラエティーに富
と

んだ献 立
こんだて

を実施
じっし

します。 

調理員
ちょうりいん

は健康
けんこう

チェックをし、

身
み

だしなみ 

を 整
ととの

えて 

います。 

 

野菜
や さ い

・果物
くだもの

は

流 水
りゅうすい

で３回
かい

以上
いじょう

洗
あら

い 

ます。 

生
なま

で食
た

べるミニトマト

や果物
くだもの

を除
のぞ

き、 

すべて加熱
か ね つ

 

します。  

調理
ちょうり

後
ご

２時間
じ か ん

以内
い な い

に

喫
きっ

食
しょく

できるよう、

時間
じ か ん

を 考
かんが

えて 

調理
ちょうり

します。 

安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

な 給 食
きゅうしょく

が 提 供
ていきょう

できるよう、「学 校
がっこう

給 食
きゅうしょく

衛 生
えいせい

管理
かんり

基 準
きじゅん

」に基
もと

づき、衛 生
えいせい

管理
かんり

の徹 底
てってい

に努
つと

めています。 

※加熱
かねつ

した 食 品
しょくひん

は、中 心
ちゅうしん

温度
おんど

を測 定
そくてい

します。 

※ 食 材
しょくざい

に異物
いぶつ

混 入
こんにゅう

がない

かもチェックします。 

※「学校給食法」第 2 条より

抜粋・要約 

適切
てきせつ

な栄養
えいよう

の摂取
せっしゅ

 

による健康
けんこう

の保持
ほ じ

増進
ぞうしん

。 

食事
しょくじ

について正
ただ

しい

理解
りかい

を深
ふか

め、健全
けんぜん

な食 生 活
しょくせいかつ

を 営
いとな

む判 断 力
はんだんりょく

や望
のぞ

ましい

食
しょく

習 慣
しゅうかん

を 養
やしな

う。 

明
あか

るい社 会性
しゃかいせい

と 協 同
きょうどう

の精神
せいしん

を 養
やしな

う。 

自然
しぜん

の恩恵
おんけい

への理解
りかい

を

深
ふか

め、生命
せいめい

、自然
しぜん

を 尊 重
そんちょう

する精神
せいしん

や 環 境
かんきょう

の保全
ほぜん

に

寄
き

与
よ

する態度
たいど

を 養
やしな

う。 

食 生 活
しょくせいかつ

が多
おお

くの人々
ひとびと

の勤労
きんろう

に支
ささ

えられているこ

とを理解
りかい

し、感謝
かんしゃ

する。 

伝 統的
でんとうてき

な 食
しょく

文化
ぶんか

を

理解
りかい

する。 

食 料
しょくりょう

の生産
せいさん

、流 通
りゅうつう

及
およ

び消費
しょうひ

について、正
ただ

しく

理解
りかい

する。 


